
交通反則金の支払方法の拡大（銀行振込による納付）

今後の予定

○ 関係法令の改正

○ 令和３年６月28日から２県警察（秋田、島根）において試行開始（※）

⇒ 当該県警察における実施状況を検証し、実務的課題を解決の上、導入県警察の拡大を検討

○ ペイジー納付等に係るシステム導入の検討も引き続き推進

※ 秋田県警察又は島根県警察が取締りを行った反則行為が対象となる。

警察において反則金収納のための口座を開設し、ネットバンキングやＡＴＭを利用した振込納付を可能とする。

【振込納付の流れ】
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※ 氏名、反則切符番号等を入力
※ 振込手数料は納付者負担
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【振込納付の導入によるメリット】

➢ 反則金納付のために金融機関に赴く必要がなくなり、金融機関においても窓口対応等の事務負担が軽減

【想定される課題】

➢ 納付確認に係る事務負担、誤振込への対応

反則行為をした
違反者

県警本部
（反則金収納口座）

➢ 県警本部において反則金収納専用の口座を開設

➢ 領収した反則金を歳入代理店等へ払込み

➢ 違反情報と納付情報（入金明細）の突合による納付確認

県警における反則金の収納


